
1 単
公共施設安
全・安心確保
事業

企画室等

①公共施設での新型コロナウイルス感染症の感染機会を
削減する。
②感染予防物品の購入に要する経費
③市役所庁舎　2,001,945円
　 その他公共施設　2,997,867円
④公共施設

R4.4 R5.3 6,216,815 6,216,815 

感染予防対策を行った施設での
クラスターなどは発生しておら
ず、ある程度感染の拡大は抑え
込めた。

5 単
行政間情報連
携システム構
築事業

税務課

①新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、法務
局から市へ登記異動情報の通知などをオンライン化した
非接触・非対面の情報連携システムを利用する。
②行政間情報連携システムの利用に関する経費
③土地・家屋登記電子データ連携システム
　　システム利用料　150千円×12月×1.1　1,980千円
　登記情報課税連携システム
　　システム使用料　57千円×7月×1.1　439千円
　　保守管理委託料　46千円×7月×1.1　354千円
④地方公共団体

R4.4 R5.3 2,773,100 2,773,100 
オンライン化したことにより、移動
や接触による感染拡大防止に寄
与した。

6 補
デジタル田園
都市国家構想
推進交付金

産業振興室

①新型コロナウイルス感染症拡大により、出勤抑制の観
点や多様で柔軟な働き方の実現のため、国からテレワー
ク等の分散型の働き方が推奨されている。これに対応す
るため、コワーキングスペースやサテライトオフィス等の整
備を行う事業者の取り組みを支援する。
②③
　サテライトオフィス棟開設支援経費　43,161,000円
　　通信環境整備費（ｗｉ－ｆｉ等設置など）　3,355,000円
　　作業環境整備費（防音設備、防水設備など）
33,426,000円
　　作業用機材購入費（3Ｄプリンター、レーザーカッターな
ど）　4,017,000円
　　滞在環境整備費（シャワー室設置等）　2,363,000円
　プロジェクト推進経費　7,000,000円
　　ＨＰ・チラシ・ＰＲ動画作成費　1,600,000円
　　広告掲載委託費　300,000円
　　モニターイベント実施経費　5,100,000円
　進出企業支援経費　3,000,000円
　　サテライトオフィス等開設支援　1,000,000円×3件
④さるだ学習館及び銚子スポーツタウン

R4.4 R5.3 46,730,802 23,365,401            

コロナ禍を契機に在宅勤務など
多様な働き方が広がり、それに
対応した施策の推進を図ること
が可能となった。
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7 単
銚子産品販路
拡大事業

産業振興室

①コロナ収束後に備えた活動や新しいチャレンジを支援
する。
②ア　選定商品のブランド化に要する経費
　 イ　ｗｅｂマーケティング・プロモーションに要する経費
③ア　デジタルカタログ、パンフレット、チラシ作成等
1,000千円
　　　 ブランディング支援　1,000千円
　 イ　ｗｅｂマーケティング等委託料　3,300千円
④商工会議所及び信用金庫

R4.4 R5.3 2,824,589 2,824,589 

コロナ収束後を見据えた商品開
発等をサポートすることで、地域
経済を持続可能にするための支
援ができた。

8 単
観光施設換気
システム設置
事業

観光プロモーション室

①コロナ後に多くの観光客を呼び込むための観光施設に
おいて、空調設備を換気可能な設備に更新することで感
染症拡大防止を図る。
②③
銚子ポートタワー空調設備改修更新工事
　２階事務室空調設備更新改修工事　2,090,000円
　３階ロビー空調設備更新改修工事　3,290,000円
　４階空調設備更新改修工事　7,820,000円
④公共施設（銚子ポートタワー）

R4.4 R5.3 19,285,200 19,285,200 

コロナ禍でダメージを受けている
観光施設を適切に維持すること
で、終息後の地域経済を持続可
能なものとすることに寄与した。

9 単
都市計画基本
図デジタル化
事業

都市整備室

①新型コロナウィルスの感染リスクを軽減するため、都市
計画区域図等をデータ化し、ＷＥＢ上での確認を可能に
することで、非接触での確認手続きを確立する。
②③
都市計画図等デジタルデータシステム使用料（保守管理
委託料を含む）　1,300千円×1.1
④銚子市

R4.4 R5.3 1,430,000 1,430,000 

都市計画基本図をオンラインに
て提供することにより、外出およ
び接触機会の削減につながり、
感染拡大防止に寄与した。



総事業費 交付金充当実績

令和４年度　銚子市　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況

Ｎｏ

補
助
・
単
独

交付対象事
業の名称

担当課

事業の計画概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

効果の検証・評価

10 補
公立学校情報
機器整備費補
助金

学校教育室

①新型コロナウイルス感染症が拡大するような事態が生
じても学びの継続を確保すること、また、ＧＩＧＡスクール構
想のさらなる加速、強化等による新たな時代にふさわしい
教育を実現するための教育環境を整備する。
②保守管理委託料、アダプター購入費、
③
・小・中学校情報通信ネットワーク保守管理
　16校*12,500円*12月*1.1　2,640,000円
・貸与用タブレットのＡＣアダプター購入
　 　　小学校　7,909円×150台　1,186,350円
　 　　中学校　7,909円×  87台　688,083円
④市立小学校11校、中学校5校

R4.4 R5.3 6,013,194 3,447,194 

小中学校において、ICT機器を整
備し、コロナ渦においても安全安
心な授業展開を行うことができ
た。

11 単
ＧＩＧＡスクー
ル構想加速化
事業

学校教育室

①コロナ禍での学習機会を確保する。
②ア　貸与用モバイルルータ―の運用経費
　 イ　ＩＣＴを活用した教育での著作物利用に係る補償金
　 ウ　学習用タブレットの保管に要する経費
　 エ　授業等の配信設備に要する経費
③ア　貸与用モバイルルータ―使用料　674,000円
　 イ　授業目的公衆送信補償金　396,000円
　 ウ　学習用タブレット保管庫購入経費　300,000円
　 エ　配信設備機材購入経費　155,000円
④児童生徒

R4.4 R5.3 1,278,364 1,278,364 

小中学校において、ICT機器を整
備し、コロナ渦においても安全安
心な授業展開を行うことができ
た。

12 単
ＩＣＴ支援員配
置事業

学校教育室

①新型コロナウイルス感染症対策としてのリモート授業な
ど、遠隔学習等ITC活用指導力の向上のため、ICT支援
に係る業務委託を行う。
②ICT活用教育支援業務委託料
③ICT活用教育支援業務委託料
　小学校分　8,137千円（3名相当）
　中学校分　2,715千円（1名相当）
④小学校　11校、中学校　5校

R4.4 R5.3 10,824,000 10,824,000 

遠隔学習可能な設備を用意する
とともに、設備を使いこなすため
のサポート人材を配置すること
で、コロナ禍における学習機会を
確保することが出来た。
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14 単

新型コロナウ
イルスワクチ
ン接種高齢者
タクシー利用
助成事業

高齢者福祉課

①新型コロナウイルスワクチン接種を希望する高齢者の
接種場所までの移動手段を確保する。
②接種場所を起点又は終点とするタクシー料金の一部
③800円×2回（往復）×1回（接種回数）×2,812人
④65歳以上の市民

R4.7 R5.3 2,841,580 2,841,580 

高齢者を対象として、移動の支
援を行ったことにより、ワクチン接
種率が向上による感染拡大防止
に寄与した。

15 単
図書館パワー
アップ事業

公正図書館

①電子図書を増やすことで読書環境を充実させ、コロナ
禍における在宅で過ごす時間を豊かにする。
②電子図書館で利用可能な電子書籍（児童書）100点の
図書等購入費
③商用電子書籍児童書パック（100冊）マルチライセンス
購入経費
　714,187円×1.1
④電子図書館利用者

R4.7 R5.3 785,605 785,605 

外出自粛時にオンラインで読書
可能な電子図書館を導入するこ
とで、接触機会を減らし、感染拡
大防止に寄与した。

16 単
銚子資産デジ
タルアーカイ
ブ整備事業

文化財・ジオパーク室

①ウィズコロナ下において、銚子資産をインターネット上
に公開することで、市内のスポット情報や魅力を隅々まで
発信することで、市内回遊を促進し地域経済の活性化を
図る。
②銚子資産のデジタルアーカイブサイトに要する経費
③デジタルアーカイブシステム使用料　40,000円*12月
*1.1
④地方公共団体

R4.4 R5.3 528,000 528,000                

文化財など銚子の資産をイン
ターネット上に公開することで、
地域の魅力発信とともに学びの
機会を確保し、対面での接触回
避による感染拡大防止に寄与し
た。
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17 補
子ども・子育
て支援交付金

子育て支援課

（新型コロナウイルス感染症対策支援事業）
①コロナ禍においても、子どもに安心できる居場所を提供
する。
②新型コロナウイルス感染症対策支援事業に要する経費
③
・感染予防物品等購入費
 　利用者支援事業分　300千円
　 放課後児童クラブ分　4,200千円
　 民間放課後児童クラブ分　1,200千円
　 ファミリーサポートセンター分　300千円
　 乳児家庭全戸訪問事業分　　　 300千円
　 養育支援訪問事業分　　　　　　 300千円
　 母子保健コーディネーター分　300千円
　 地域子育て支援拠点事業分　 1,200千円
　 一時預かり事業分　　　　　　　 1,200千円
・感染症対策のための改修分
　 放課後児童クラブ分　10,000千円
 　民間放課後児童クラブ分　3,000千円
　ファミリーサポートセンター分　1,000千円
④地方公共団体、私立保育所、民間放課後児童クラブ

R4.4 R5.3 15,461,608 5,171,608              

コロナ禍においても、子どもに安
心できる場所を提供するための
支援を行い、コロナ対策を行うこ
とが出来た。

18 補
保育対策総合
支援事業費補
助金

子育て支援課

（新型コロナウイルス感染症対策支援事業）
①コロナ禍においても、子どもに安心できる居場所を提供
する。
②新型コロナウイルス感染症対策支援事業に要する経費
③
・感染予防物品等購入費
 　公立保育所分　1,500千円
　 指定管理施設分 400千円
　 私立保育園分　3,500千円
　 認可外保育塩分　1,000千円
・感染症対策のための改修分
　 公立保育園分　3,087千円
 　私立保育園分　7,203千円
④地方公共団体、私立保育所、民間放課後児童クラブ

R4.4 R5.3 9,557,000 9,557,000              

コロナ禍においても、子どもに安
心できる場所を提供するための
支援を行い、コロナ対策を行うこ
とが出来た。
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19 単
保育所換気シ
ステム設置事
業

子育て支援課

①保育施設の空調設備を換気可能な設備に更新するこ
とで新型コロナウイルス感染症拡大防止を図る。
②空調設備から空調換気設備への改修に要する経費
③④
第三保育所空調換気設備改修工事費　3,550千円
（内訳）
　空調設備　1550千円
　換気設備　500千円
　設置工事　874千円
　既存設備撤去及び処分　412千円
　諸経費　　214千円

R4.4 R5.3 3,542,000 3,542,000              

３密対策として、保育施設等にお
いて、換気機能付き空調設備を
導入することにより、感染拡大の
防止に寄与した。

20 単
新型コロナ自
宅療養者食料
等支援事業

健康づくり課

①新型コロナウイルス感染症による自宅療養者の支援を
行うことで、保健所業務の逼迫を抑制するとともに、自宅
療養者等の不安解消を図る。
②消耗品費（食料品費）、携帯電話使用料
③自宅療養者向け食料品等　156件×5,800円
　事業用携帯電話使用料　12月×7,930円
④自宅療養者のうち希望者

R4.4 R5.3 543,458 543,458 

コロナ禍において、生活に支障が
出やすい自宅療養者に対し、安
否確認や情報提供を行い、生活
を支援することでコロナ禍を乗り
切ることができた。

21 単
中心市街地
チャレンジ
ショップ事業

産業振興室

①コロナで影響を受けた中心市街地への人の流れを創
出するため、中心市街地でのチャレンジショップ支援事業
を行い、魅力あるテナント出店を支援する。
②③
・機械施設器具費
　中心市街地ＰＲ促進経費（機材・備品等）　400千円
　カメラ（297千円）、レンズ（77千円）、ＳＤカード（10千
円）、
　三脚16千円
・チャレンジショップ支援事業補助金
　家賃補助分　50千円×3月×2店舗　　300千円
　店舗改修費・設備導入等補助　1,500千円×2店舗
3,000千円
④チャレンジショップに出店する事業者

R4.9 R5.3 850,000 850,000                

コロナ収束後を見据えた商品開
発等をサポートすることで、地域
経済を持続可能にするための支
援ができた。
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22 単
地域公共交通
運行継続支援
事業

企画室

①コロナ禍で利用者が減少し、原油価格高騰の影響によ
り経営が悪化している公共交通の運行継続を支える。
②公共交通事業者に対する支援金
③ア　路線バス　500千円×16台
　 イ　タクシー
　 　　基本額　400千円×4事業者
　 　　従量額　20千円×75台
　 ウ　鉄道　2,000千円×6車両
④路線バス事業者、タクシー事業者、鉄道事業者

R4.9 R5.3 23,320,000 23,320,000 

コロナ禍の外出自粛により経済
的が打撃を受け、事業継続が困
難となっている公共交通事業者
に支援金を支給することで事業
継続支援を行うことができた。

25 単
保育所給食費
負担軽減事業

子育て支援課

①コロナ禍において食材費等が高騰するなかで、高騰す
る食材費の増額分の負担を支援し、保護者負担を増やす
ことなく給食の円滑な実施を図る。
②③
　児童数890人×600円/月×12か月分　　6,408,000円
　※公立　賄材料費又は指定管理委託料
　　 私立　補助金
④私立保育園11施設ほか管外委託施設

R4.4 R5.3 5,486,400 5,486,400 

コロナ禍により経済的な影響を受
けやすい子育て世帯に対し、食
材料の一部を補助することで、家
計を支援することが出来た。

26 補
二酸化炭素排
出抑制対策事
業費等補助金

洋上風力推進室

①コロナ禍により落ち込んだ市内経済を活性化させるた
め、地域資源を生かしたまちづくりを進め、脱炭素やエネ
ルギーの地産地消に取り組んでいくための指針をつくる。
②③
ゼロカーボンビジョン策定委託料
9,080千円×1.1
④銚子市]

R4.4 R5.3 9,988,000 2,497,000              
コロナ禍により落ち込んだ市内経
済を活性化させるための指針作
りを行うことが出来た。



総事業費 交付金充当実績

令和４年度　銚子市　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況

Ｎｏ

補
助
・
単
独

交付対象事
業の名称

担当課

事業の計画概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

効果の検証・評価

27 単
妊産婦等応援
給付金事業

健康づくり課

①コロナ禍での物価高騰等に直面する中で出産及び子
育てに当たる妊産婦等の精神的・経済的な負担を軽減す
るため応援給付金を支給する。
③給付金　100千円×200人＝20,000千円
  郵送料　84円×400通＝33,600円
②④
ア　令和２年４月２８日から令和３年４月１日までに出産し
た女性であって、令和２年度に実施した妊産婦応援給付
金の給付を受けていない方に対し、10万円を給付する。
イ　令和３年４月２日から令和４年３月３１日までに出産し
た女性に対し、10万円を給付する。

R4.9 R5.3 16,584,064 16,584,064 

コロナ禍により精神的・経済的な
影響を受けやすい妊産婦等に対
し、給付金を支給することで、家
計を支援することが出来た。

28 単
学校給食無償
化事業

学校給食センター

①コロナ禍において物価高騰等に直面する子育て世帯の
経済的負担を軽減する。
②市内小中学校給食費（教職員は除く）
③小学生 1,824人×4,269円×6か月　46,719,936円
　 中学生 1,124人×5,010円×6か月　33,787,440円
④小中学生の保護者

R4.10 R5.3 68,319,183 68,319,183            

コロナ禍により経済的な影響を受
けやすい子育て世帯に対し、学
校給食にかかる経費を補助する
ことで、家計を支援することが出
来た。

29 単
学校給食費負
担軽減事業

学校給食センター

①コロナ禍において食材費等が高騰するなかで、高騰す
る食材費の増額分の負担を支援し、保護者負担を増やす
ことなく学校給食の円滑な実施を図る。
②③
・高騰した分の食材購入費（教職員は除く）
　児童生徒2,963人×192日分×単価上昇分18円
10,240,128円
④学校給食センター、幼稚園児・児童生徒の保護者

R4.4 R5.3 9,771,162 9,771,162 

コロナ禍により経済的な影響を受
けやすい子育て世帯に対し、学
校給食にかかる経費を補助する
ことで、家計を支援することが出
来た。
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33 単
学校給食費無
償化支援金事
業

学校給食センター

①コロナ禍において物価高騰等に直面する子育て世帯の
経済的負担を軽減するため、市外の学校に通っているな
ど、市の給食費無償化に伴う支援の対象外となる児童生
徒の保護者に対する補助を行う。
②③
市内小中学校給食費（教職員は除く）相当額の補助金
　小学生28人×4,269円×6月　717,192円
　中学生50人×5,010円×6月　1,503,000円
④市内在住で銚子市以外が設置する学校に通っている
児童生徒などの保護者

R4.9 R5.3 1,049,964 1,049,964 

コロナ禍により経済的な影響を受
けやすい子育て世帯に対し、学
校給食にかかる経費を補助する
ことで、家計を支援することが出
来た。

34 単
「生理の貧困」
支援事業

銚子市立銚子高校

①長期化する新型コロナウイルス感染症を背景に、コロ
ナ禍における物価高騰に直面する市民生活を支援するた
め、家計の貧困により生理用品を十分に購入することが
できない生徒に対し、非対面で配布を行う。
②③
生理用品購入経費　480円×693袋×1.1
④市立高校生徒

R4.7 R5.3 365,779 365,779 

家計の貧困により生理用品を十
分に購入することができない生徒
に対し、生理用品の配布を行うこ
とで、コロナ禍における物価高騰
に直面する市民生活を支援する
ことができた。

35 補
学校保健特別
対策事業費補
助金

学校教育室

（学校等における感染症対策等支援事業）
①学校教育活動の着実な継続のため、密閉・密集・密接
を回避し、児童生徒・教職員等の新型コロナウイルス感
染症対策に必要となる物品の購入等に係る経費を支援
する。
②学校における新型コロナウイルス感染症対策等支援事
業に係る購入経費18,450千円のうち国庫補助金(1/2)
9,225千円を除いた補助裏一般財源分9,225千円
③感染対策用物品購入費
　1,450千円×1高等学校　1,450千円
　1,000千円×5中学校　5,000千円
　1,000千円×11小学校　11,000千円
　1,000千円×1幼稚園　1,000千円
④市内幼稚園・小中高等学校　計18施設

R4.4 R5.3 18,193,647 9,133,647              
感染症対策物品の購入を支援す
ることで、小中学校等での感染拡
大防止に寄与した。
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36 単
ハイブリッド会
議環境整備事
業

情報政策室

①新型コロナウイルス感染症の影響によるウェブ会議の
拡大により、対面で行う集合型とオンラインによるハイブ
リット会議に対応するため、大型モニター等のハイブリッド
会議用備品を整備する。
②ハイブリッド会議用備品購入に係る経費
③大型モニター1,419,000円、ＡＶミキサー330,000円、アン
プ及びスピーカー2,948,000円、ケーブル類（ＨＤＭＩ等）
215,700円、モニター設置台33,000円、マイク無線機器
63,800円、映像無線化機器60,500円　計2,516,800円
④地方公共団体

R5.1 R5.3 2,467,080 2,467,080 

オンラインと集合での対面を同時
に行うハイブリッド会議に対応で
きる設備の導入により、移動や面
談等における接触機会の減少に
より、感染拡大防止に寄与した。

37 補
学校保健特別
対策事業費補
助金

学校教育室

（学校等における感染症対策等支援事業）
①学校教育活動の着実な継続のため、密閉・密集・密接
を回避し、児童生徒・教職員等の新型コロナウイルス感
染症対策に必要となる物品の購入等に係る経費を支援
する。
②学校における新型コロナウイルス感染症対策等支援事
業に係る購入経費2,850千円のうち国庫補助金(1/2)
1,425千円を除いた補助裏一般財源分1,425千円
③感染対策用物品購入費
　200千円×1校　200千円
　105千円×3校　315千円
　70千円×13校　910千円
④市内小中高等学校　計17施設

R4.11 R5.3 10,835,937 1,358,592              
感染症対策物品の購入を支援す
ることで、小中学校等での感染拡
大防止に寄与した。

38 単
マイナンバー
カード普及促
進事業

企画室

①新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、オン
ライン手続きの拡大の基盤となるマイナンバーカード普及
促進のため、マイナポイント申込支援を行うための端末を
購入する。
②③マイナポイント申込支援のための端末購入経費
　88,780円×1.1　97,658円
④地方公共団体

R4.7 R5.3 86,080 86,080 

新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から、オンライン手続
きの拡大の基盤となるマイナン
バーカード普及促進を図ることが
出来た。

39 単

新型コロナウ
イルスワクチ
ン接種高齢者
タクシー利用
助成事業

高齢者福祉課

①新型コロナウイルスワクチン接種を希望する高齢者の
接種場所までの移動手段を確保する。
②接種場所を起点又は終点とするタクシー料金の一部
③800円×2回（往復）×1回（接種回数）×2,812人＝
4,499,200円
④65歳以上の市民

R4.5 R5.3 2,484,620 2,484,620 

高齢者を対象として、移動の支
援を行ったことにより、ワクチン接
種率が向上による感染拡大防止
に寄与した。
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40 単
ＧＩＧＡスクー
ル構想加速化
事業

学校教育室

①コロナ禍での学習機会を確保する。
②③
　 ア　貸出用タブレット等購入経費
　　　　　7,896,000円×1.1＝8,685,600円
　 イ　校内無線機器拡充工事
　　　　　1,054,000円×1.1＝1,159,400円
　ウ　ＢＹＯＤ利用にかかるライセンス使用料
　　　　　2,897,000円×1.1＝3,186,700円
　エ　校内無線設備既存機器設定変更委託料
　　　　　1,800,000円×1.1＝1,980,000円
④児童生徒

R4.12 R5.3 14,557,400 14,557,400 

小中学校においてICT機器を整
備することで、コロナ渦において
も安全安心な授業展開を行うこと
ができた。

41 単
農業委員研修
会感染症対策
支援経費

農業委員会事務局

①新型コロナウイルスへの感染リスクの低減を図るため、
研修会への移動時に三密を回避するため、バスの借り上
げに要する経費
②③大型バス借上げ経費
　89,400円×1.1＝98,340円
④農業委員

R4.11 R5.3 98,340 18,340                  
大型バスの借上げにより、密接
による感染リスクの低減を図り、
もって感染拡大防止に寄与した。

42 単
水産物オンラ
インキャン
ペーン事業

水産課

①新型コロナウイルスの収束後に備えた活動や新しい
チャレンジを支援する。
②地元産水産物のオンラインキャンペーンの開催に要す
る経費
③キャンペーンサイト更新等　300千円
　 配送費用　500千円
　 梱包費・感染対策費　200千円
④漁業協同組合

R4.4 R5.3 846,830 846,830                

コロナ収束後を見据えた活動を
支援するとともに、オンライン販
売を行うことで接触による感染拡
大を防止することに寄与した。
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43 単
物価高騰対策
事業者支援事
業

産業振興室等

①コロナ禍におけるエネルギー・食料品価格等の物価高
騰の影響に伴う市内事業者等の継続的な事業運営を支
援するため、支援金を交付する
②③事業者支援金を給付する。
　　人件費（時間外手当）　1,440,000円
　　通信費（郵送料）　10,332円
　　手数料（振込手数料）　483,230円
　　委託料（給付業務委託料）　11,730,000円
　　支援金　3,100件×50,000円＝155,000,000円
④市内中小企業者、漁業者、農業者

R4.9 R5.3 166,017,000 166,017,000 

コロナ禍において資金繰りに苦
慮する事業者等に対し支援金を
支給することで、事業継続に一定
の効果があった。

44 単
物価高騰対策
事業者支援事
業

産業振興室等

①コロナ禍における原油価格高騰の影響に伴う市内事業
者等の継続的な事業運営を支援するため、支援金を交付
する
②③事業者支援金を給付する。
　　支援金　671件×50,000円＝33,550,000円
④市内中小企業者、漁業者、農業者

R4.9 R5.3 32,554,660    32,554,660            

コロナ禍において資金繰りに苦
慮する事業者等に対し支援金を
支給することで、事業継続に一定
の効果があった。

45 補
介護保険事業
費補助金

高齢者福祉課

①コロナ禍により憩いの場の活動が制限され、市民団体
の介護予防の活動が自粛されてきたが、今後介護予防
の取り組みを再開する団体を支援する。
②③
消耗品（広報用紙、アルコールジェル、アルコールシート）
153,000円
通信費（郵送料）　4,620円
委託料（リハビリ職業務委託）　10,000円×6回＝60,000円
備品購入費（プロジェクター、スクリーン、モバイルアンプ）
216,000円
④市民団体

R4.9 R5.3 391,249 131,249                
コロナ禍により市民団体の活動
が自粛されてきたが、介護予防
の取り組みを支援できた。
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46 単
町内会活動支
援事業

総務室

①コロナ禍において活動の継続が困難となっており町内
会活動を支援する。
②③事業者支援金を給付する。
　　消耗品費（コピー用紙、えんぴつ）30,000円
　　通信費（郵送料）　116,000円
　　支援金　基本額　225団体×50,000円＝11,250,000円
　　　　　　　 世帯割　21,651世帯×300円＝6,350,000円
　　　　　　 　街灯割　6,080基×18,500円×1.1＝
123,728,000円
④町内会

R4.12 R5.3 139,221,358 139,221,358 
コロナ禍によ活動が自粛されて
いる町内会活動を支援すること
ができた。

47 単
水道事業会計
操出・補助

企画室

①コロナ禍において原油高騰や電気ガス料金の上昇によ
り、市民生活を支える水道事業の継続するため、水道料
金を上昇させず事業継続していくための補助金を交付す
る。
②水道事業会計に繰り出し、原油高騰、電気ガス料金の
増額を伴う水道料金を上げないための経費とする。
③30,000千円
　（10円×3,000,000ｋｗ）
④銚子市水道事業会計、市民等

R5.3 R5.3 22,451,788 22,451,788            

コロナ禍において原油価格高騰
などによる影響で、水道料金が
上昇することがないように補助を
行うことで、市民生活を支えるこ
とが出来た。

48 単
病院事業会計
補助

健康づくり課

①コロナ禍において公立病院として一定の役割が求めら
れる市立病院の事業継続を支える。
②病院事業会計に繰り出し、指定管理者に交付する医療
従事者人件費補てん交付金の増額に係る経費
③100,000千円（10,000千円×10名分）
　うち50,000千円については一般財源
④銚子市立病院の指定管理者

R5.3 R5.3 80,000,000 60,141,291            

コロナ禍において一定の役割が
求めらえる市立病院に対し、人件
費に対する補助を行うことで、事
業継続に一定の効果があった。

49 単
下水道事業会
計操出・補助

都市整備課

①コロナ禍において原油高騰や電気ガス料金の上昇によ
り、市民生活を支える下水道事業の継続するため、下水
道料金を上昇させず事業継続していくための補助金を交
付する。
②下水道事業会計に繰り出し、原油高騰、電気ガス料金
の増額を伴う下水道料金を上げないための経費とする。
③23,316千円
　（10円×2,331,600ｋｗ）
④銚子市下水道事業会計、市民等

R5.3 R5.3 19,794,000 19,794,000            

コロナ禍において原油価格高騰
などによる影響で、下水道料金
が上昇することがないように補助
を行うことで、市民生活を支える
ことが出来た。



総事業費 交付金充当実績

令和４年度　銚子市　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施状況

Ｎｏ

補
助
・
単
独

交付対象事
業の名称

担当課

事業の計画概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業
始期

事業
終期

効果の検証・評価

50 単
銚子市斎場事
業継続支援事
業

生活環境課

①コロナ禍における電力価格等の物価高騰の影響下に
おいても、公衆衛生の観点から継続的な運営が求められ
る火葬場の事業継続を支える。
②指定管理者への支援金に要する経費
③4,000千円（1,000千円×４炉）
④銚子市斎場の指定管理者

R5.3 R5.3 4,000,000 4,000,000 

コロナ禍における電力価格等の
物価高騰の影響下においても、
公衆衛生の観点から継続的な運
営が求められる火葬場の事業継
続を支えることができた。

52 補
妊娠出産子育
て支援交付金

健康づくり課

①新型コロナウイルス感染症の影響から地域とのつなが
りも希薄となる中で孤立感や不安感を抱く子育て世代が
持つ様々なニーズに即した必要な支援をを充実し、経済
的支援と一体として行う。
②③
　消耗品費
　　カラーPPC用紙　2,890円×3＝8,670円
　　宛名シール　4,031円×1.1＝4,434円
　通信運搬費（申請書等郵送料）　76,000円
　子育て応援ギフト支給システム拐取業務委託料
2,176,000円
　システムライセンス料
　　20,000円×7月×1.1＝154,000円
　交付金（出産・子育て応援ギフト）
　　50,000円×642人＝32,100,000円
④出生から乳児までの子を持つ保護者

R4.4 R6.3 9,628,083 5,392,000              

コロナ禍により精神的・経済的な
影響を受けやすい妊産婦等に対
し、給付金を支給することで、家
計を支援することが出来た。

54 単
水道事業会計
操出・補助

企画室

①コロナ禍において原油高騰や電気ガス料金の上昇によ
り、市民生活を支える水道事業の継続するため、水道料
金を上昇させず事業継続していくための補助金を交付す
る。
②水道事業会計に繰り出し、原油高騰、電気ガス料金の
増額を伴う水道料金を上げないための経費とする。
③30,000千円
　（10円×3,000,000ｋｗ）
④銚子市水道事業会計、市民等

R5.3 R5.3 26,048,212 26,048,212 

コロナ禍において原油価格高騰
などによる影響で、水道料金が
上昇することがないように補助を
行うことで、市民生活を支えるこ
とが出来た。
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55 単
障害福祉サー
ビス事業所等
支援事業

障害支援室

①コロナ禍において原油高騰や電気ガス料金の上昇によ
り、市民生活を支える障害福祉サービス事業所の事業を
継続するため、感染防護用品を配布する。
②③感染防護用品（消耗品費）
アイソレーションガウン　1,680円×230パック＝386,400円
N95マスク　1,298円×230箱＝298,540円
ニトリルグローブ　568円×46箱＝26,128円
フェイスシールド　98円×2,300個＝225,400円

R4.12 R5.3 698,280 698,280 

コロナ禍において原油高騰や電
気ガス料金の上昇により、市民
生活を支える障害福祉サービス
事業所の事業継続を支援するこ
とが出来た。

56 単
介護サービス
事業所等支援
事業

高齢者福祉課

①コロナ禍において原油高騰や電気ガス料金の上昇によ
り、市民生活を支える介護サービス事業所の事業を継続
するため、感染防護用品を配布する。
②③感染防護用品（消耗品費）
アイソレーションガウン　1,680円×720パック＝1,209,600
円
N95マスク　1,298円×720箱＝934,560円
ニトリルグローブ　568円×144箱＝81,792円
フェイスシールド　98円×7,200個＝705,600円

R4.12 R5.3 2,185,920 2,185,920 

コロナ禍において原油高騰や電
気ガス料金の上昇により、市民
生活を支える高齢福祉サービス
事業所の事業継続を支援するこ
とが出来た。

57 単
救急活動用資
器材調達事業

消防総務課

①消防による救急活動中の感染を防止する。
②救急活動用の資器材購入に要する経費
③シューズカバー（短）　2,720円×10箱×1.1＝29,920円
　 シューズカバー（長）　3,040円×10箱×1.1＝33,440円
　 ホワイトシーツ　1,040円×9箱×1.1＝10,296円
　 ディスポグローブ（短）　2,125円×390箱×1.1＝911,625
円
　 ディスポグローブ（長）　1,500円×365箱×1.1＝602,250
円
　 非接触式体温検知器　79,800円×1個×1.1＝87,780円
　 感染防止衣（リユース）　46,600円×10着×1.1＝
512,600円
　 ペイシェントシールド　31,200円×10個×1.1＝343,200
円

R4.12 R5.3 2,272,215 2,272,215              
救急活動中の感染防止対策用
品を使用することで、感染拡大防
止に寄与した。
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58 補
教育支援体制
整備事業費交
付金

学校教育室

①認定こども園の活動の着実な継続のため、密閉・密集・
密接を回避し、園児・教職員等の新型コロナウイルス感
染症対策に必要となる物品の購入等に係る経費を支援
する。
②認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策
等支援事業に係る購入経費500千円のうち国庫補助金
(1/2) 250千円を除いた補助裏一般財源分250千円
③感染対策用物品購入費
　ビニール手袋@2,909円×5箱×1.1≒16,000円
　消毒液@10,000円×40箱×1.1＝440,000円
　マスク@2,000円×20箱×1.1＝44,000円
④市立幼稚園

R5.1 R5.3 67,452 34,452                  

認定こども園の園児・教職員等
の新型コロナウイルス感染症対
策に必要となる物品の購入等を
支援することで、感染拡大防止に
寄与することが出来た。

59 補
地方消費者行
政強化交付金

産業振興室

（強化事業）
①コロナ禍において、若年層を中心としたインターネット取
引などによる消費者被害を削減するため、継続的に充実
した消費者教育を実施する。
②③
リーフレット作成　108円×750部×2種類×1.1＝178,200
円
啓発資料用紙　　2,050円×7〆×1.1＝15,785円
④地方公共団体

R4.4 R5.3 139,040 69,520                  
コロナ禍においても消費者被害
の拡大防止を行う活動ができた。

60 補
疾病予防対策
事業費等補助
金

健康づくり課

①風しんの感染拡大を防止するための周知を図り、新型
コロナウイルス感染症の拡大により負担が増加している
医療体制のひっ迫を防ぐことへ寄与する。
②緊急風しん抗体検査等事業にかかる市負担分
③
・消耗品費（クーポン券用紙、封筒など）：26,000円
・委託料：2,680円×200人＝536,000円
④市内在住の成人男性

R4.4 R5.3 562,000 281,000                

風しんの感染拡大を防止するた
めの周知を図り、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大により負担が
増加している医療体制のひっ迫
回避に効果があった。


